
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昭和 54(1979)年発行の由来記の表紙） 

城
下
盛
岡
町
名
由
来
記
（
改
訂
版
） 

※ 

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
四(

一
九
七
九)

年

に
「
あ
す
を
築
く
盛
岡
市
民
運
動
実
践
協

議
会
」
が
発
行
（
編
集 

盛
岡
市
）
し
た

「
城
下
盛
岡
町
名
由
来
記
」
の
内
容
に
つ

い
て
、
市
が
再
調
査
の
上
、
説
明
文
等
を

訂
正
し
、
改
訂
版
と
し
て
作
成
し
た
も
の

で
す
。 

盛 

岡 
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は
じ
め
に 

 

盛
岡
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
の
盛
岡
城
の
築
城
と
、
お
城
を
中
心
に
城
下
町
が
開
か
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

後
、
本
市
は
県
都
と
し
て
政
治
・
経
済
な
ど
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
今
日
で
は
商
業
・
業
務
な
ど
の
都
市
機
能
が
集
積
す
る
近
代
的
な
都
市
と

し
て
発
達
し
、
ま
ち
の
姿
も
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
明
治
時
代
に
城
郭
は
取
り
壊
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
は
常
に
お
城
が
あ
り
、
地
域
の
人
々
の
手
で
磨
か
れ
て
き
た

城
下
町
盛
岡
な
ら
で
は
の
魅
力
が
多
く
の
人
々
の
心
を
引
き
付
け
て
き
ま
し
た
。 

「
地
名
は
土
地
に
刻
ま
れ
た
言
葉
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。 

城
下
町
盛
岡
に
お
い
て
も
、
そ
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
上
で
旧
町
名
は
と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、「
あ
す
を
築
く
盛
岡
市
民
運

動
実
践
協
議
会
」
で
は
、
昭
和
五
十
四(

一
九
七
九)
年
に
「
城
下
盛
岡
町
名
由
来
記
」
を
発
行
（
編
集 

盛
岡
市
）
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
三

十
年
余
り
が
経
過
し
た
こ
と
も
あ
り
、
市
で
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
再
調
査
の
上
、
説
明
文
等
を
訂
正
し
、
改
訂
版
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。 

 

こ
の
「
城
下
盛
岡
町
名
由
来
記
（
改
訂
版
）」
が
、
そ
の
由
来
や
歴
史
を
文
化
的
遺
産
と
し
て
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

平
成
二
十
二
年
二
月 

 

盛
岡
市
長 

谷
藤 

裕
明 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲城下町のころ 

（昭和 54(1979)年発行の由来記に掲載） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昭和 54(1979)年） 

（平成 19(2007)年 写真提供：国土交通省） 

▲盛岡市街全景 



 
 

 

 

 

 

 

城
下
盛
岡
町
名
由
来
記
・
目
次 

・
各
写
真
の
「
昭
和
五
十
四(

一
九
七
九)

年
」
は
、「
当
時
の
由
来
記
に
掲
載
」
の
意
で
す
。 

・
各
略
図
は
、
概
ね
の
範
囲
を
示
す
も
の
で
、
厳
密
な
境
界
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

餌
差
小
路
、

十
三
日
町

八
幡
町
、

片
原

肴
町
、
生
姜
町

葺
手
町

下
小
路

長
町

材
木
町
、

茅
町

山
岸
町
、

御
弓
町

呉
服
町
、

六
日
町

八
日
町
、

四
ツ
家
町

大
沢
川
原
小
路

加
賀
野

平
山
小
路
、

帷
子
小
路
、
新
山
小
路

仙
北
町
、

青
物
町

鉈
屋
町

穀
町
、
新
穀
町

馬
町

馬
場
小
路
か
い
わ
い

上
田
組
町

上
田
三
小
路

三
戸
町

上
小
路

本
町
か
い
わ
い

紺
屋
町
、

鍛
冶
町
、
紙
町

仁
王
小
路

日
影
門
外
小
路

内
丸

旧
町
名

肴
町
十
一
番
三
十
八
号
（
※
　
一
時
撤
去
中
）

八
幡
町
十
三
番
地
内
（

八
幡
宮
境
内
前
）

肴
町
五
番
一
号
（
み
か
わ
や
み
ゆ
き
館
横
）

中
ノ
橋
通
一
丁
目
八
番
地
内
（
浅
沼
醤
油
店
前
）

愛
宕
町
十
四
番
地
内
（

中
央
公
民
館
前
）

長
田
町
十
番
地
内
（

長
田
町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

消
防
セ
ン
タ
ー
前
）

材
木
町
六
番
地
内
（

盛
岡
信
用
金
庫
材
木
町
支
店
前
）

山
岸
一
丁
目
五
番
二
号
（
岩
手
銀
行
山
岸
支
店
前
）

中
ノ
橋
通
一
丁
目
一
番
地
内
（
啄
木
・
賢
治
青
春
館
前
）

本
町
通
二
丁
目
十
一
番
地
内
（
駐
車
場
内
）

大
沢
川
原
三
丁
目
五
番
地
内
（
旧
宣
教
師
館
前
）

加
賀
野
一
丁
目
三
番
地
内
（
川
留
稲
荷
神
社
境
内
）

中
央
通
三
丁
目
六
番
地
内
（
中
央
児
童
公
園
内
）

仙
北
一
丁
目
十
三
番
地
内
（
徳
清
、
明
治
橋
側
の
地
）

鉈
屋
町
五
番
二
十
七
号

南
大
通
二
丁
目
七
番
地
内
（
東
北
銀
行
南
大
通
支
店
前
）

清
水
町
一
番
九
号
（

馬
町
会
館
前
）

馬
場
町
六
番
地
内
（

駐
車
場
内
）

上
田
二
丁
目
六
番
六
号

上
田
一
丁
目
二
十
番
四
十
四
号
（
岩
大
農
学
部
通
用
門
前
通
）

本
町
通
三
丁
目
十
五
番
地
内
（
岩
手
医
大
ア
パ
ー

ト
前
）

茶
畑
二
丁
目
八
番
二
十
五
号

本
町
通
一
丁
目
九
番
三
十
号
（
盛
岡
信
用
金
庫
本
町
支
店
駐
車
場
内
）

紺
屋
町
四
番
二
十
号
（

菊
の
司
酒
蔵
前
）

大
通
三
丁
目
八
番
地
内
（
桜
城
小
学
校
正
門
横
）

中
央
通
一
丁
目
六
番
地
内
（
日
影
門
緑
地
内
）

内
丸
十
一
番
地
内
（

県
公
会
堂
前
）

町
名
由
来
板
設
置
場
所

27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
ペ
ー
ジ

、

（ 

※ 

一
時
撤
去
中 

） 

（ 

※ 

一
時
撤
去
中 

） 

（ 

※ 

一
時
撤
去
中 

） 

（ 

※ 

一
時
撤
去
中 

） 


